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特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
、

２
人
の
議
員
が
賛
成
・
反
対
討
論
を

行
い
ま
し
た
。

一
方
向
の
見
解
だ
け
の

特
別
委
員
会
設
置
は
反
対

新
風
会　

松
本
義
隆

指
摘
さ
れ
て
い
る
各
種
の
事
案
に

つ
い
て
、
そ
う
い
っ
た
事
実
を
裏
づ

け
る
証
拠
は
な
く
、
今
回
の
議
案
提

出
は
関
係
者
の
名
誉
を
著
し
く
傷
つ

け
る
行
為
だ
。
一
部
の
議
員
を
中
心

と
す
る
偏
っ
た
見
解
に
よ
っ
て
特
別

委
員
会
を
設
置
し
、
調
査
な
ど
行
う

べ
き
で
は
な
い
。
よ
っ
て
委
員
会
設

置
に
反
対
す
る
。

浮
か
び
上
が
っ
た
課
題
を

調
査
す
る
の
が
議
会
の
役
割

日
本
共
産
党
津
山
市
議
団　

末
永
弘
之

市
民
目
線
か
ら
考
え
れ
ば
、
浮
か

び
上
が
っ
た
こ
れ
ら
の
課
題
を
議
会

と
し
て
き
ち
ん
と
調
査
し
整
理
す
べ

き
だ
。
提
案
理
由
を
聞
い
て
こ
の
議

案
に
反
対
す
る
こ
と
は
、
議
会
の
役

割
を
否
定
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
か

ね
な
い
。
よ
っ
て
委
員
会
設
置
に
賛

成
す
る
。

特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
の

特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
の

調
査
は
不
要

調
査
は
不
要

特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
の

調
査
は
不
要

1212
月
定
例
会
の

月
定
例
会
の

ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

12
月
の
議
会
で
は
、
本
会
議
で
の
「
演
習
場
対
策
事
業
」「
敦
賀
市
民
間
最
終
処
分

場
へ
の
一
般
廃
棄
物
処
理
の
委
託
問
題
」「
農
業
委
員
会
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
の
議

論
を
受
け
、
一
部
の
議
員
か
ら
真
相
の
解
明
を
行
う
た
め
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
調

査
を
行
い
た
い
と
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、
議
案
は
賛
成
者
少
数

で
否
決
と
な
り
、
特
別
委
員
会
設
置
に
よ
る
調
査
は
不
要
と
結
論
づ
け
ま
し
た
。

「 津山市議会日本原演習場対策事業・ごみ処理行政・
農業委員会などのあり方調査特別委員会の設置について」

議案の提案者

　　　　　　　

河本英敏議員
津本憲一議員
久永良一議員
山田　誠議員

提案理由の概要
　①日本原演習場対策事業は、周辺住民の理解のもと
で行われているが、事業化に伴う工事発注や業者選
定などについて、議会として一定のあり方を検討す
る必要がある。②津山圏域東部衛生施設組合が民間
廃棄物処分場の汚水漏れ対策費用として、福井県敦
賀市から１億9,200万円の支払いを求める訴訟を起
こされた問題について、当時どのような経過があっ
たのか、また市町村合併当時、旧勝北町からこの事
案について事務引き継ぎがなされていなかった課題
など、議会として調査を行う必要がある。③旧勝北
町の優良農地における農地転用許可に関する権限の
一部について、県と市の見解に相違が発生している
課題があり、議会として調査する必要がある。これ
らの３点は、いずれも１つの常任委員会では論議で
きない課題であり、特別委員会を設置し総括的に調
査することが妥当と考えた。

討
論

何
が
議
論

さ
れ
た
？



3

12
月
定
例
会
で
は
、
59
件
の
議
案

等
を
審
議
し
ま
し
た
。
議
論
し
た
議

案
等
の
う
ち
、
主
な
も
の
を
紹
介
し

ま
す
。

阿
波
支
所
を

阿
波
出
張
所
へ

　

合
併
後
10
年
の
経
過
に
伴
う
支
所

機
能
の
見
直
し
に
よ
り
、
阿
波
支
所

を
阿
波
出
張
所
と
す
る
条
例
案
が
提

案
さ
れ
決
定
し
ま
し
た
。
議
案
の
可

決
に
当
た
っ
て
、
出
張
所
に
な
っ
た

以
降
も
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
機
能
が
低

下
し
な
い
よ
う
、
議
会
と
し
て
執
行

部
の
取
り
組
み
を
要
望
し
ま
し
た
。

〈
総
務
文
教
委
員
会
で
の
質
疑
〉

問　

支
所
を
出
張
所
と
す
る
場
合
、

窓
口
機
能
な
ど
は
ど
の
よ
う
に
な
る

の
か
。
ま
た
職
員
の
配
置
計
画
は
ど

の
よ
う
に
な
る
の
か
。

答　

阿
波
地
域
は
人
口
が
６
０
０
人

以
下
と
い
う
状
況
下
で
も
、
地
域
の

拠
点
と
し
て
の
役
割
は
必
要
と
い
う

認
識
の
も
と
出
張
所
と
位
置
づ
け
た
。

出
張
所
の
機
能
と
し
て
は
、
窓
口
の

機
能
、
緊
急
対
応
、
地
域
の
振
興
の

３
点
に
つ
い
て
確
保
す
る
。
職
員
体

制
で
は
宿
直
の
職
員
が
廃
止
と
な
る

が
、
出
張
所
の
機
能
が
発
揮
で
き
る

体
制
と
な
る
よ
う
検
討
し
た
い
。

家
庭
ご
み
処
理
手
数
料

全
市
域
内
で
統
一

家
庭
ご
み
処
理
手
数
料
は
旧
津
山

市
内
、
加
茂
・
阿
波
、
勝
北
、
久
米

で
そ
れ
ぞ
れ
取
り
扱
い
が
異
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
家
庭
ご
み
処
理
手
数

料
の
統
一
を
図
る
条
例
改
正
案
が
提

案
さ
れ
決
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
平
成
27
年
12
月
の
新

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
稼
働
後
に
全
市

域
内
に
お
い
て
指
定
ご
み
袋
の
種
類
、

価
格
な
ど
が
今
後
統
一
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

有料指定ごみ袋新旧価格表（価格は消費税込み）

種別
旧価格※ 新価格

１枚 １パック １枚 １パック

可
燃

45ℓ 54.0円 540円 45円 450円
30ℓ 32.4円 324円 24円 240円
20ℓ 21.6円 216円 16円 160円
10ℓ 10.8円 108円 8円 80円

不
燃

30ℓ 32.4円 324円 24円 240円
20ℓ 21.6円 216円 16円 160円

プ
ラ

45ℓ 32.4円 324円 24円 240円
30ℓ 21.6円 216円 16円 160円

※旧価格は、勝北地域と久米地域を除く有料指定ごみ袋の価格
※１パック＝10枚

公
共
施
設
の
現
状
を

市
民
の
皆
さ
ん
に

お
知
ら
せ
し
ま
す

市
の
公
共
施
設
の
今
後
の
あ
り
方

や
、
効
率
的
か
つ
適
正
に
維
持
管
理

し
て
い
く
方
向
性
を
見
出
す
た
め
、

現
在
市
で
は
公
共
施
設
白
書
を
作
成

し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
間
報
告
を
市

阿波支所　各課窓口

こ
ん
な
こ
と
が

こ
ん
な
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た

決
ま
り
ま
し
た

予
算
・
条
例
等

予
算
・
条
例
等

予
算
・
条
例
等
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民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
広
報

費
に
つ
い
て
の
提
案
が
あ
り
、
決
定

し
ま
し
た
。
こ
の
中
間
報
告
の
概
要

書
は
「
広
報
つ
や
ま
３
月
号
」
に
折

り
込
ま
れ
る
予
定
で
す
。

（
予
算
額　

６
２
万
円
）

道
の
駅
久
米
の
里
の

　

モ
ビ
ル
ス
ー
ツ

き
れ
い
に
し
ま
す

道
の
駅
久
米
の
里
に
あ
る
モ
ビ
ル

ス
ー
ツ
、
格
納
庫
に
塗
装
を
行
う
予

算
が
提
案
さ
れ
決
定
し
ま
し
た
。
モ

ビ
ル
ス
ー
ツ
は
制
作
後
約
15
年
ほ
ど

経
過
し
て
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
し

た
。
今
回
の
修
繕
で
久
米
地
域
の
観

光
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

以
上
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
予
算
額　

１
０
０
万
円
）

〈
産
業
委
員
会
で
の
質
疑
〉

問　

モ
ビ
ル
ス
ー
ツ
の
修
繕
を
受
け

て
、
今
後
の
久
米
地
域
の
観
光
振
興

策
に
何
か
展
開
は
あ
る
の
か
。

答　

モ
ビ
ル
ス
ー
ツ
は
市
の
大
切
な

観
光
資
源
。
ま
た
平
成
28
年
に
は
、

Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
県
内
で
展
開
す
る
大

型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
控

え
る
な
ど
、
今
後
の
久
米
地
域
へ
の

観
光
客
誘
致
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
け
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

城
東
地
区
の
玄
関
口
に

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
整
備

城
東
重
伝
建
地
区
の
西
側
に
あ
る

空
き
地
を
利
用
し
て
、
※
ポ
ケ
ッ
ト

パ
ー
ク
を
整
備
す
る
予
算
が
提
案
さ

れ
決
定
し
ま
し
た
。

（
予
算
額　

６
１
４
万
円
）

〈
建
設
水
道
委
員
会
で
の
質
疑
〉

問　

城
東
地
区
に
設
置
す
る
ポ
ケ
ッ

ト
パ
ー
ク
を
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け

と
し
て
い
る
の
か
。

答　

津
山
城
周
辺
か
ら
城
東
地
区
へ

訪
れ
る
方
々
へ
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
機
能

と
し
て
の
役
割
や
、
城
を
眺
め
る
ビ

ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
、
ま
た
地
域
で
の
イ

ベ
ン
ト
の
際
に
使
い
や
す
く
な
る
よ

う
広
場
的
な
面
も
兼
ね
備
え
た
も
の

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。

広
戸
池
新
設
工
事

変
更
契
約
を
可
決

平
成
25
年
12
月
議
会
で
議
決
し
た

広
戸
池
新
設
工
事
に
つ
い
て
、
設
計

段
階
で
は
予
測
で
き
な
か
っ
た
要
因

に
よ
り
工
事
内
容
を
変
更
す
る
必
要

が
生
じ
た
た
め
、
変
更
契
約
を
行
う

た
め
の
議
案
が
提
案
さ
れ
、
決
定
し

ま
し
た
。

市
有
施
設
を
管
理
す
る

指
定
管
理
者
を
決
定

12
月
定
例
会
で
は
、
市
有
施
設
の

管
理
運
営
を
行
う
指
定
管
理
者
を
４

件
決
定
し
ま
し
た
。
各
施
設
の
指
定

管
理
者
、
管
理
期
間
は
次
の
と
お
り

で
す
。

久米の里にあるモビルスーツ

※
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
と
は
…
街
の
一
角
な
ど
に
設
け
ら
れ
る
ベ
ン
チ
等
を
置
い
た
小
規
模
公
園

③津山市食肉処理センター［非公募施設］
　指定管理者：一般財団法人　津山食肉処理公社
　管 理 期 間：平成27年４月１日
　　　　　　　　　　～平成30年３月31日
④中島病院旧本館（城西浪漫館）［公募施設］
　指定管理者：株式会社　内外総合通信社
　管 理 期 間：平成27年４月１日
　　　　　　　　　　～平成32年３月31日

①津山市総合斎場、津山市加茂町斎場［公募施設］
　指定管理者：つやま斎苑管理グループ
　管 理 期 間：平成27年４月１日
　　　　　　　　　　～平成32年３月31日
②津山市障害者福祉センター神南備園［公募施設］
　指定管理者：社会福祉法人　千寿福祉会
　管 理 期 間：平成27年４月１日
　　　　　　　　　　～平成30年３月31日

今回決定した各市有施設の指定管理者
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議案への賛否状況一覧表
議案
番号

議員名

議案名

秋
久
憲
司

安
東
伸
昭

岡
田
康
弘

岡
安
謙
典

小
椋　

多

神
田
栄
作

木
下
健
二

黒
見
節
子

河
本
英
敏

近
藤
吉
一
郎

末
永
弘
之

田
口
慎
一
郎

竹
内
邦
彦

竹
内
靖
人

津
本
憲
一

津
本
辰
己

中
島
完
一

西
野
修
平

野
村
昌
平

原　

行
則

久
永
良
一

松
本
義
隆

村
田
隆
男

森
岡
和
雄

森
西
順
次

山
田　

誠

吉
田
耕
造

審議結果

賛
成：

反
対議決結果

第68号 津山市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の
一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 26：１ 原案可決

第75号 津山市支所設置条例の一部を改正する条例 ○ × × ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × 18：９ 原案可決
第83号 工事請負変更契約について（広戸池新設工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ 22：５ 原案可決
第85号 平成26年度津山市一般会計補正予算（第５次）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 26：１ 原案可決
議案会
第３号

津山市議会日本原演習場対策事業・ごみ処理行政・農
業委員会などのあり方調査特別委員会の設置について ○ ○ × × × × ○ ○ ○ × ○ × × × ○ × × ○ × × ○ × ○ × ○ ○ × 12：15 原案否決

※　○：賛成　×：反対
※　賛否状況は議員の申告等に基づいて作成しています。
※　川端恵美子議員は議長のため、採決には加わりません。

※ 　その他の議案等は原案可決、原案認定、原案同意、原案答
申、採択となりました。

議
案
に
対
す
る
各
常
任
委
員
会
で

の
審
査
結
果
を
受
け
て
、
４
人
の
議

員
が
委
員
長
報
告
に
対
す
る
討
論
を

行
い
ま
し
た
。

ご
み
袋
の
値
段
は

現
状
に
即
し
て
い
る
の
か

市
民
と
歩
む
会　

村
田
隆
男

指
定
ご
み
袋
の
統
一
化
は
、
合
併

協
議
と
は
い
え
地
域
の
現
状
を
把
握

し
た
価
格
設
定
と
な
っ
て
い
な
い
。

よ
っ
て
こ
の
条
例
改
正
に
反
対
し
、

今
後
も
永
久
的
に
こ
の
問
題
を
論
議

さ
れ
た
い
。

津
山
の
地
方
創
生
が
見
え
な
い

支
所
機
能
の
縮
小
措
置
に
反
対

津
山
新
星
会
議　

小
椋　

多

出
張
所
へ
の
格
下
げ
は
、
国
の
地

方
創
生
の
流
れ
に
逆
行
す
る
も
の
で

あ
り
、
阿
波
に
対
す
る
津
山
市
の
ビ

ジ
ョ
ン
が
見
え
な
い
ま
ま
で
の
今
回

の
措
置
は
非
常
に
遺
憾
で
あ
る
。
よ

っ
て
条
例
改
正
に
反
対
す
る
。

地
元
住
民
の
意
向
に
よ
る
工
事

演
習
場
対
策
事
業
に
疑
問

日
本
共
産
党
津
山
市
議
団　

末
永
弘
之

既
決
予
算
あ
り
き
の
変
更
契
約
、

そ
し
て
地
元
の
地
域
住
民
の
要
望
は

通
常
の
た
め
池
建
設
で
あ
り
、
要
塞

の
よ
う
な
施
設
で
は
な
い
。
演
習
場

対
策
事
業
の
あ
り
方
を
含
め
こ
の
議

案
に
反
対
す
る
。

職
員
も
給
与
カ
ッ
ト
の
市
長
と

給
与
の
歩
調
を
合
わ
せ
よ

　

山
田　

誠

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
市
職
員
給

与
の
改
定
で
あ
る
が
、
市
民
目
線
に

よ
る
市
長
の
給
与
カ
ッ
ト
を
見
習
い
、

ま
た
民
間
給
与
に
も
配
慮
し
た
給
与

体
系
と
す
べ
き
。
よ
っ
て
関
係
議
案

に
反
対
す
る
。

12
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
請
願
１
件

に
つ
い
て
、
議
会
で
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

「 

２
０
１
５
年
度
予
算
（
介
護
・
子
ど
も
）

の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に

つ
い
て
」
の
請
願

請
願
者  

津
山
市
職
員
労
働
組
合
執
行
委
員

長　

稲
垣 

聰

請
願
内
容  

介
護
保
険
制
度
改
正
と
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
が
円
滑
に
実
施

さ
れ
る
よ
う
、
政
府
機
関
に
意
見
書
提
出

を
求
め
る
も
の
。

審
議
結
果  

趣
旨
に
賛
同
し
て
「
採
択
」
と

し
、
国
へ
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

12
月
定
例
会
で
は
、
２
件
の
人
事
案
件

が
提
案
さ
れ
、
次
の
方
々
の
選
任
に
同
意
、

推
薦
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員

寺
元　

貴
幸
（
加
茂
町
桑
原
）

長
江
真
理
子
（
山
北
）

人
権
擁
護
委
員
候
補
者

杉
浦　

良
久
（
大
吉
）

真
木　

健
一
（
加
茂
町
中
原
）

  

議
会
の

　

結
論
は
？

人
事
案
件

討
論
討
論

何
が
議
論

さ
れ
た
？

請
願
請
願
請
願

同
意
同
意
同
意
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歳入総額 歳出総額 差引額
一般会計 521億9,538万円 503億9,769万円 17億9,769万円

特　

別　

会　

計

国民健康保険 111億3,082万円 109億3,247万円 1億9,835万円
介護保険 91億4,360万円 90億6,834万円 7,526万円
後期高齢者医療 11億8,422万円 11億8,366万円 56万円
公共用地取得事業 12億   916万円 12億   916万円 ０円
土地取得造成事業 3,538万円 0円 3,538万円
土地開発公社清算事業 121億1,827万円 121億1,827万円 ０円
食肉処理センター 1億   185万円 1億   185万円 ０円
下水道事業 53億6,631万円 53億5,696万円 935万円
農業集落排水事業 2億1,227万円 2億1,215万円 12万円
簡易水道事業 2億4,203万円 2億4,203万円 ０円
奨学金 654万円 594万円 60万円
磯野計記念奨学金 744万円 108万円 636万円

企業
会計

水道事業（収益的収支） 28億9,239万円 27億9,600万円 9,639万円
工業用水道事業（収益的収支） 2,804万円 2,090万円 714万円
財産区会計（６会計合計） 1,931万円 370万円 1,561万円

平成25年度平成24年度

500 
（億円）

400 

300 

200 

100 

0 

市税

地方交付税

国県支出金

市債

市税

地方交付税

国県支出金

市債

自
主
財
源

依
存
財
源

負担金
手数料ほか

負担金
手数料ほか

平成25年度平成24年度

500 
（億円）

400 

300 

200 

100 

0 

扶助費

人件費

繰出金

公債費

補助金等

物件費

扶助費

人件費

繰出金

公債費

補助金等

物件費

積立金

普通建設
事業費

普通建設
事業費

歳出決算額

503億円
歳入決算額

521億円

一般会計
特別会計
水道事業会計
財産区会計

平成
２５年度

各会計決算の
収支状況は？

平成25年度一般会計歳入歳出決算額の推移と主な特徴は？

・歳出決算額は前年度と
比べ約50億円の増加。

・決算額が増加した主な
理由は、国の緊急経済
対策を活用した学校教
育施設や道路・公園整
備、また福祉施設整備
等の公共事業に積極的
に取り組み、普通建設
事業費が大幅に増えた
ためです。

・扶助費は、高齢化率の
高まりに伴い、年々増
加傾向のまま推移して
います。

・歳入決算額は前年度
と比べ約52億円の増
加。

・決算額が増加した主
な理由は、事業に充
てる国県支出金や市
債が増額となったた
めです。

・市税の収入額は前年
度と比べ8,507万円増。
 収納率は94.2％。地
方交付税は前年度と
比べ２億1,408万円
増加。

・自主財源（津山市が
自主的に調達できる
財源）の割合は27.8％。

９月定例会で提案されていた平成25年度会計決算議案について、市の予算が適正に使われたかどうかに着目
し、議会閉会中の10月に各担当の常任委員会で詳細な審査を行いました。各委員会での審査結果を受けて、
12月定例会の初日に各会計決算議案を全て認定しました。ここでは決算の特徴を議会の視点からご紹介しま
す。また各委員会での決算審査を通じて、今後の津山市の発展のため、議会から意見や要望をいたしました。

国民健康保険や介護保険などの特別会計では、保険給付費の増により年々決算額が
増加傾向にあります。また土地開発公社清算事業特別会計が新たに加わり、この会
計で第三セクター等改革推進債113億5,000万円の償還が今後30年続いていきます。

決算議案を認定へ決算議案を認定へ決算議案を認定へ
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市の財政状況を表す指標は？

決算提出の流れと決算に対する監査委員の意見（要約）

監査委員
吉田耕造

代表監査委員
久常勝實

　平成25年度一般会計、特別会計などの決算は、おおむね適正であると
認めた。しかし、市税等の収納率に改善は見られるものの、収入未済総額
は多額であり、自主財源確保や公平性の観点から全庁を挙げて縮減に努め
られたい。また、実質公債費比率は改善されているものの、依然として類
似都市に比べ高く、土地開発公社清算にかかる起債償還が始まる中では注
視すべき指標である。
　本市は合併後10年を迎え、さらなる行財政改革とともに、成長戦略に
よる地域産業の活性化と雇用の創出等を重点方針として、官民一体で市政
発展に取り組んでいるが、今後策定する第５次総合計画でその実現性を高
め、真に「笑顔あふれる　ふるさと津山」が築かれることを期待する。

市長

議会

①審査 ②意見

③提出

監査委員

市長は、会計管理者が作成した決
算を監査委員の審査に付し、監査
委員の意見を添えた上で、議会へ
認定を求めて提出します。

各会計決算の審査に当たって、監
査委員が監査意見を付しています。

財政指標の種別・説明 平成24年度 平成25年度
財政力指数
　地方公共団体の財政力を判断する指数。大きいほど財政力が強い。 0.530 →  改善！ → 0.538 

経常収支比率
　財政構造の弾力性を示す比率。70～80％が理想値とされている。 92.6% →  改善！ → 90.3%

実質公債費比率
　収入に対する市の借金返済の割合を表した比率。18％以上になると新
たに借金する場合、県の許可が必要で、25％以上だと借金を制限される。

14.2% →  改善！ → 14.0%

将来負担比率
　一般会計で将来負担すべき借金額の標準財政規模に対する比率。第三セ
クター等改革推進債の影響で比率が増加。350％以上で早期健全化団体に。

133.9% →  要注意！ → 141.9%

着実な行財政改革により、財政指標は一定の水準を保って
いますが、今後も改革を継続していく必要があります。

市の貯金や
借金の状況は？

貯金（基金）の項目 平成24年度末金額 平成25年度末金額
財政調整基金 19億   614万円 39億4,552万円
減債基金 3億7,217万円 3億6,863万円
地域づくり基金 34億   360万円 34億   360万円
ふるさと津山サポート基金 857万円 597万円
奨学基金 8,219万円 8,219万円
人づくり基金 1億9,599万円 1億9,530万円
地域福祉基金 3億2,253万円 2億9,152万円
地域振興基金 2億2,858万円 1億7,722万円
エコプラザ整備基金 2億   325万円 2億   347万円
第三セクター等改革推進債償還基金 5億4,470万円
その他基金 37億5,668万円 35億6,579万円

合計 104億7,970万円 127億8,391万円

借金（市債）の項目 平成24年度末金額 平成25年度末金額
第三セクター等改革推進債 111億6,083万円
臨時財政対策債 169億7,420万円 182億8,434万円
過疎対策事業債 29億7,519万円 29億7,729万円
その他市債 350億4,861万円 370億8,797万円
特別会計市債 415億6,500万円 408億7,430万円
企業会計市債 89億4,300万円 84億1,693万円

合計 1,055億   600万円 1,188億   166万円

津山市の貯金

事業を行うに当たり、市では貯金（基金）や借金（市債）を上手に活用し、
事務事業に役立てています。平成25年度末時点で金額は次のとおりです。

財政調整基金への大幅な積み立
てなどにより、前年度末の残高
額と比較して約23億円、基金
額が増加しています。

津山市の借金

第三セクター等改革推進債の発
行などにより、前年度末と比較
して約132億円市債が増加して
います。
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１. 職員の人材育成を推進
　 これからの津山を元気で活力あるまちにできる、またそのような津山を日本全国にＰＲできる職員の
育成は、市としても大きな財産。「まちづくりは人づくり」との認識のもと、津山の財産を積極的に
活かすことができる人材の育成を図るため、職員の資質向上に向けた研修機会の充実などに一層取り
組んでいくこと。
２. 低炭素都市つやまの実現を目指して
　 担当部署の取り組みだけでなく、農林、商工、都市建設などさまざまな分野の関係部局と連携を図り
ながら、低炭素のまちづくりを進めていくこと。
３. 市債（市の借金）の適正な管理・運用を
　 平成25年度、第三セクター等改革推進債113億5,000万円を発行するなど、市債は将来世代への負担と
なるものである。次世代の負担を軽減する観点も含めて、可能な限り現在の負債額を減らす財政運営
を行っていくこと。
４. 定住推進事業で総合的な取り組みを
　 担当部署だけでなく他部署との連携を一層密にし、狭義の定住推進ではない「住み続けたい津山、住
んでみたい津山」を実現する総合的な定住推進に取り組んでいくこと。
５. 地域産材の積極的な利活用と外需の開拓・拡大への周知を
　 公共施設等への地域産材の積極的な利用を関係機関などと検討していくとともに、都市圏への販路開
拓・拡大を通じ、地域産材の良さを広くＰＲしていくこと。

負担は市民ではなく、原因者に求めるべきだ
 日本共産党津山市議団　末永弘之

三セク債やアルネ津山の負担軽減を市民だけに求め、負債をつくった原因者に求め
ていない決算は認定できない。また低所得者に対する対策が取られていない事務事
業についての決算にも反対だ。

討論

議会の市政に対する

鳥獣害対策の補助金予算が４月～５月に
ほぼ終了しているとのことだが、その対
策はどうしていく考えか。

Ｑ
農業

農業共済の補助事業も含めて鳥獣害対策
には取り組んでいる。今後は森林課での
一括処理となるため、予算確保に努めて
いきたい。

Ａ

水道料金の滞納状況、また料金滞納者に
対する水道局の対応は。

Ｑ
水道

滞納者には督促状の送付に始まり、給水
停止通知などで滞納整理に取り組んでい
る。生活困窮により支払いが困難な場合
は、分納などの相談に応じているが、悪
質な滞納者には毅然とした態度で滞納整
理に当たっている。督促状の送付は14,311
件であるが、収納努力の結果、実際の給
水停止処分の件数は580件である。

Ａ

次世代自動車である超小型モビリティ事
業を展開していく目的は達成されている
のか。

Ｑ
環境

目的はまちの低炭素化、地域の活性化、
まちづくりに活かしていくこと。また津
山市成長戦略の中にも位置づけており、
今後関係者との共同事業など、市の活性
化に資するさまざまな可能性を秘めた事
業と認識している。

Ａ

県北の拠点都市として、津山市のいいと
ころを全国にアピールできているか。

Ｑ
広報

マスコミ等の活用は今後の行政の重要分
野と認識している。テレビやラジオなど
有益なメディアを活用して、津山の良さ
を全国にＰＲしたい。また市の計画に沿
い事業を進めれば、必ずや良いまちにな
ると確信している。

Ａ

各常任委員会での決算審査の中から質疑を Pick up!

意見！ 要望！指摘！
決算議案審査を
通じて出された

各委員会での決算議案審査結果を受けて、１名の議員が反対の討論を行い
ました。
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市
あ 政
り の
方

問 を
う

津
山
の
情
報
戦
略
づ
く
り
は

遅
れ
て
い
な
い
か

Q
産
業　

昨
秋
、「
ふ
る
さ
と
作
州

の
つ
ど
い
」
を
行
っ
た
が
今
後
の
予

定
は
。
岡
山
県
東
京
事
務
所
に
職
員

を
派
遣
し
て
い
る
が
活
動
状
況
は
。

A
市
長　
「
作
州
の
つ
ど
い
」
は
今

後
の
開
催
を
望
む
意
見
も
あ
る
。
事

務
局
で
は
参
加
者
を
サ
ポ
ー
タ
ー
と

し
て
登
録
、
各
種
情
報
発
信
に
協
力

い
た
だ
い
て
い
る
が
、
津
山
市
が
１

月
に
開
設
す
る「
津
山
珈か

ふ
ぇ琲
倶く

ら

ぶ

楽
部
」

へ
の
登
録
を
案
内
し
、
更
に
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
広
げ
た
い
。

A
部
長　

東
京
事
務
所
で
は
、
企
業

誘
致
業
務
を
主
に
多
岐
の
業
務
に
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
今
後
も
市
益
に

つ
な
が
る
効
果
的
な
取
り
組
み
を
考

え
た
い
。
今
年
度
、
関
東
圏
か
ら
の

誘
致
が
決
定
。
こ
れ
は
津
山
市
と
県

東
京
事
務
所
と
の
連
携
に
よ
る
成
果

で
あ
る
。

農
地
や
山
は
資
源

津
山
型
の
地
域
保
全
を
！

Q
戦
略　

地
域
資
源
を
活
用
す
る
施

策
づ
く
り
の
た
め
に
国
に
規
制
緩
和

な
ど
、
強
力
に
要
望
を
す
べ
き
で
は
。

新
た
な
行
革
に
取
り
組
む
べ
き
。
政

策
提
案
制
度
で
は
産
業
育
成
・
雇

用
・
定
住
を
組
み
込
む
べ
き
で
は
な

い
か
。

A
部
長　

各
種
施
策
に
つ
い
て
は

「
成
長
戦
略
実
行
計
画
」
に
お
い
て

検
討
し
て
い
る
。「
政
策
提
案
制
度
」

で
は
市
長
が
指
定
し
た
課
題
に
も
募

集
で
き
る
と
し
て
お
り
、
必
要
に
応

じ
行
う
予
定
。

わ
た
く
し
た
ち
は

　

愛
す
る
津
山
を

　
　

明
る
い
豊
か
な

住
み
よ
い
ま
ち
に
す
る
た
め
に

　

み
ん
な
で
話
し
あ
い

　
　

た
が
い
に
励
ま
し
あ
い

　

手
を
と
り
あ
っ
て
進
み
ま
す

〜
津
山
市
民
憲
章
〜
前
文
か
ら
抜
粋

※ 

津
山
市
議
会
で
は
定
例
会
、
臨
時
会
の

開
会
日
冒
頭
、
議
員
及
び
議
場
に
出
席

し
て
い
る
執
行
部
職
員
と
と
も
に
、
津

山
市
民
憲
章
を
斉
唱
し
て
い
ま
す
。

竹
内
靖
人

津山珈琲倶楽部で
津山の魅力を発信
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津
山
駅
周
辺
の
活
性
化
は

Q
整
備　

津
山
駅
周
辺
地
域
出
店
促

進
補
助
金
制
度
の
内
容
は
。

A
市
長　

平
成
30
年
３
月
末
ま
で
の

間
、
今
津
屋
橋
か
ら
今
井
橋
ま
で
の

国
道
沿
い
の
駅
前
商
店
街
区
域
へ
新

た
に
店
舗
等
を
建
築
す
る
も
の
に
支

援
す
る
制
度
。
民
間
活
力
の
増
進
で

に
ぎ
わ
い
の
創
出
を
図
り
た
い
。

　

高
齢
者
の
生
活
実
態

支
援
体
制
は

Q
福
祉　

高
齢
者
の
経
済
状
況
や
支

援
は
ど
う
か
。

A
部
長　

市
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
６

割
の
方
が
経
済
的
な
不
安
を
抱
え
て

い
る
。
27
年
４
月
か
ら
専
門
の
相
談

員
が
生
活
や
就
労
等
の
相
談
を
受
け
、

高
齢
者
を
含
め
計
画
的
、
継
続
的
に

支
援
す
る
窓
口
を
設
置
予
定
。

若
者
の
暮
ら
し
を
支
え
る

支
援
は

Q
子
育
て　

若
者
の
雇
用
改
善
と
子

育
て
支
援
の
現
状
は
。

A
部
長　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
事
業
主

に
雇
用
体
系
等
の
見
直
し
を
働
き
か

け
て
い
る
。
子
育
て
で
は
市
立
教

育
・
保
育
施
設
再
構
築
計
画
基
本
方

針
案
で
市
立
幼
稚
園
全
園
廃
止
を
前

提
と
し
、
区
域
ご
と
に
適
正
規
模
を

考
慮
し
て
市
立
幼
稚
園
を
配
置
し
、

ま
た
市
立
幼
稚
園
で
３
歳
児
保
育
を

実
施
す
る
。

一
宮
保
育
所
の
移
転
に
つ
い
て

Q
子
育
て　

移
転
し
た
時
点
で
の
名

称
を
「
一
宮
保
育
所
」
と
し
て
も
ら

い
た
い
が
、
名
称
の
公
募
は
決
定
か
。

A
部
長　

名
称
に
つ
い
て
は
、
公
募

に
よ
っ
て
決
定
と
し
た
い
。

　

一
宮
保
育
所
は
、
昭
和
24
年
に
設

置
し
て
以
来
、
65
年
の
長
き
に
わ
た

り
地
域
の
皆
様
に
温
か
く
見
守
り
育

て
て
い
た
だ
い
た
。
新
施
設
の
設
計

は
、「
長
い
歴
史
や
地
域
と
の
深
い

つ
な
が
り
」
を
設
計
コ
ン
セ
プ
ト
の

柱
の
一
つ
に
掲
げ
、
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル

ズ
津
山
の
高
台
か
ら
一
宮
地
域
や
中

山
神
社
が
一
望
で
き
る
よ
う
に
園
舎

を
配
し
、
完
成
ま
で
に
は
、
園
の
歌

や
部
屋
の
名
称
な
ど
に
も
地
域
と
の

つ
な
が
り
を
彷ほ

う
ふ
つ彿
さ
せ
る
よ
う
な
工

夫
を
検
討
し
た
い
。

新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
稼
働
後
の

ご
み
分
別
に
つ
い
て

Q
ご
み　

新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
稼

働
後
の
ご
み
分
別
に
つ
い
て
大
き
く

変
わ
る
点
は
何
か
。

A
部
長　

現
在
、
不
燃
ご
み
の
区
分

に
な
っ
て
い
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の

お
も
ち
ゃ
、
弁
当
箱
な
ど
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
品
、
ゴ
ム
ホ
ー
ス
、
ゴ
ム

手
袋
な
ど
の
ゴ
ム
製
品
、
革
靴
、
鞄

な
ど
の
革
製
品
、
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
、

ビ
ニ
ー
ル
ひ
も
な
ど
の
ビ
ニ
ー
ル
製

品
が
可
燃
ご
み
の
区
分
に
な
る
。

黒
見
節
子

中
島
完
一

一宮保育所移転予定地

ハローワーク津山
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市
の
高
齢
化
が
進
む
中

施
設
整
備
の
状
況
は

Q
福
祉　

市
の
高
齢
者
数
は
２
万
９

千
人
を
超
え
、
高
齢
化
率
も
27
％
と

な
り
４
人
に
１
人
が
高
齢
者
で
あ
る
。

全
国
で
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に

入
所
で
き
な
い
と
問
題
に
な
っ
て
い

る
が
、
市
の
福
祉
施
設
の
整
備
状
況

と
次
の
介
護
保
険
事
業
計
画
の
方
向

性
は
。

A
部
長　

本
年
度
、
市
内
に
60
床
の

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
２
施
設
が
新

規
に
整
備
さ
れ
、
人
口
１
０
０
人
当

た
り
の
床
数
は
県
平
均
を
上
回
っ
て

い
る
。
次
期
計
画
で
は
運
営
協
議
会

の
意
見
を
尊
重
し
、
市
民
の
声
を
反

映
し
た
計
画
づ
く
り
に
努
め
る
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

現
状
は

Q
高
齢
者　

津
山
市
の
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
は
平
成
元
年
に
設
立
さ

れ
、
順
調
に
業
績
を
伸
ば
し
て
き
た
。

設
立
当
初
は
行
政
コ
ス
ト
を
引
き
下

げ
る
役
割
を
担
っ
て
き
た
と
思
う
が

現
場
で
は
戸
惑
い
も
あ
る
と
聞
く
。

現
状
は
ど
う
か
。

A
部
長　

津
山
市
で
は
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
契
約
件
数
の
約
４
割

に
当
た
る
学
校
管
理
、
公
園
管
理
な

ど
の
業
務
委
託
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
も
単
な
る
運
営
補
助
で
は
な
く
、

国
の
企
画
提
案
型
事
業
な
ど
の
取
り

組
み
状
況
に
合
わ
せ
た
支
援
も
考
え

て
お
り
、
具
体
的
な
提
案
も
受
け
て

い
る
。

普
通
教
室
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
は

Q
教
育　

耐
震
化
率
１
０
０
％
を
達

成
し
た
後
の
教
育
環
境
の
整
備
は
、

小
中
学
校
の
普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ

ン
設
置
で
は
。
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
に
は

エ
ア
コ
ン
が
あ
り
、
新
し
い
校
舎
に

エ
ア
コ
ン
が
な
い
の
は
本
末
転
倒
。

教
育
委
員
会
内
で
の
議
論
は
。

A
部
長　

学
校
の
規
模
に
応
じ
た
空

調
機
器
の
選
定
や
温
度
上
昇
の
抑
制

策
、
遠
隔
管
理
の
適
正
化
な
ど
の
検

討
を
し
て
い
る
。
状
況
を
注
視
・
把

握
し
な
が
ら
経
費
や
技
術
面
な
ど
の

調
査
研
究
を
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
行

い
、
よ
り
良
い
教
育
環
境
の
実
現
に

向
け
て
努
力
を
続
け
て
い
く
。

人
口
増
加
策
の
切
り
札
に

若
者
へ
の
支
援
は

Q
定
住　

人
口
増
加
に
対
す
る
根
源

的
な
対
策
と
は
、
若
者
達
が
結
婚
し

子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
を

整
備
す
る
こ
と
。
若
者
達
の
ラ
イ
フ

イ
ベ
ン
ト
ご
と
に
対
応
す
る
経
済
的

支
援
策
を
創
設
で
き
な
い
か
。

A
部
長　

少
子
化
対
策
は
重
要
な
課

題
で
あ
り
、
若
い
世
代
の
方
々
が
出

産
・
子
育
て
・
就
労
な
ど
子
育
て
し

や
す
く
住
み
や
す
い
環
境
を
整
え
、

住
み
続
け
て
も
ら
う
ま
ち
づ
く
り
が

必
要
。
課
題
や
ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り

把
握
し
第
５
次
総
合
計
画
に
反
映
さ

せ
、
具
体
的
な
施
策
を
盛
り
込
ん
で

い
き
た
い
。

木
下
健
二

小
椋　

多

シルバー人材センター

津山で幸せな生活が
できるために
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防
犯
カ
メ
ラ
設
置
補
助
制
度
を

創
設
す
べ
き
で
は

Q
防
犯　

昨
今
子
ど
も
の
誘
拐
等
の

犯
罪
が
多
発
し
て
い
る
。
抑
止
の
た

め
に
も
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
補
助
制
度

を
創
設
し
運
用
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

A
市
長　

岡
山
県
が
平
成
26
年
か
ら

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
係
る
補
助
制
度

を
創
設
し
た
。
市
に
お
い
て
も
来
年

度
か
ら
町
内
会
を
補
助
対
象
に
し
た

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
補
助
制
度
を
創
設

し
、
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
た
い
。

地
方
中
枢
拠
点
都
市
構
想
の

考
え
が
示
さ
れ
た
が

Q
広
域　

昨
年
11
月
、
岡
山
市
を
中

心
に
13
市
町
の
首
長
が
集
い
「
地
方

中
枢
拠
点
都
市
構
想
」
の
話
が
あ
っ

た
が
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
か
。

A
市
長　

地
方
中
枢
拠
点
都
市
構
想

へ
の
参
加
に
つ
い
て
は
、
本
市
の
メ

リ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
、
津
山
圏
域
の

自
治
体
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
ど

う
か
を
見
極
め
た
い
。

小
中
学
校
の
耐
震
化
の
現
状
は

Q
教
育　

市
で
は
学
校
施
設
の
耐
震

化
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
取
り
組

ん
で
い
る
が
現
状
は
。

A
部
長　

平
成
20
年
度
か
ら
こ
れ
ま

で
小
中
学
校
21
校
65
棟
の
耐
震
化
工

事
を
実
施
し
、現
在
工
事
の
完
成
を
も

っ
て
耐
震
化
率
は
１
０
０
％
と
な
る
。

合
併
し
て
10
年
、
今
後
の

地
方
交
付
税
は
ど
う
な
る

Q
財
政　

来
年
度
か
ら
合
併
特
例
期

間
が
終
了
し
、
国
か
ら
の
地
方
交
付

税
の
加
算
額
が
５
年
か
け
て
段
階
的

に
減
額
と
な
る
が
影
響
額
は
。

A
部
長　

24
億
５
千
万
円
減
る
予
定

だ
っ
た
が
支
所
加
算
に
よ
り
16
億
６

千
万
円
に
減
額
幅
が
縮
小
さ
れ
る
。

Q
財
政　

来
年
策
定
の
第
５
次
総
合

計
画
を
実
施
す
る
財
源
は
。

A
部
長　

平
成
27
年
〜
31
年
度
ま
で

の
５
年
間
は
合
併
特
例
債
を
活
用
し

１
０
０
億
円
を
財
源
と
し
て
想
定
し

て
い
る
。

給
与
と
報
酬
の
二
重
払
い
は

認
め
ら
れ
る
の
か

Q
福
祉　

一
部
の
社
会
福
祉
法
人
で

常
務
理
事
と
事
務
局
長
の
兼
務
を
理

由
に
給
料
と
月
額
報
酬
が
理
事
会
に

は
か
ら
れ
も
せ
ず
支
給
さ
れ
て
い
る

が
。

A
部
長　

役
員
報
酬
や
給
与
は
規
程

で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
一
般
的
に
は

こ
の
よ
う
な
月
額
の
報
酬
と
給
与
の

併
給
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

Q
福
祉　

市
の
監
査
対
象
で
あ
っ
た

ら
ど
う
判
断
す
る
の
か
。
不
正
で
は
。

A
部
長　

報
酬
や
給
与
の
改
正
は
重

要
事
項
で
理
事
会
の
議
決
を
経
ず
に

定
め
る
の
は
適
正
で
な
く
、
給
与
と

月
額
報
酬
の
二
重
支
給
は
規
程
に
実

態
が
伴
っ
て
い
な
い
場
合
、
文
書
に

よ
り
改
善
を
指
示
し
結
果
の
報
告
を

求
め
る
。

Q
福
祉　

市
は
ど
の
よ
う
な
指
導
を

行
う
の
か
。

A
部
長　

監
査
は
県
と
も
連
携
し
て

お
り
監
査
担
当
課
に
情
報
提
供
を
行

う
。

原　

行
則

秋
久
憲
司

防犯カメラの設置補助が始まります
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林
業
で
地
域
経
済
の
再
生
を

Q
森
林　

林
業
振
興
に
よ
る
地
域
経

済
と
森
林
の
再
生
に
は
、
地
域
材
の

利
用
を
徹
底
し
、
外
需
の
拡
大
が
重

要
。
ま
た
地
域
材
利
用
を
大
き
く
す

る
組
織
が
必
要
。
今
年
度
内
に
会
議

を
も
っ
て
は
。

A
部
長　

市
、
商
工
会
議
所
、
森
林

組
合
に
よ
る
会
議
を
も
ち
、
組
織
や

人
員
等
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

観
光
に
よ
る

地
域
経
済
活
性
化
を

Q
観
光　

地
域
経
済
活
性
型
観
光
へ

の
転
換
に
向
け
て
、
魅
力
的
な
町
並

み
景
観
づ
く
り
と
出
店
な
ど
の
整
備

促
進
が
必
要
。
こ
の
２
つ
を
専
門
的

に
取
り
組
む
担
当
者
の
配
置
が
必
要

で
は
。

A
部
長　

人
材
の
確
保
及
び
配
置
は

地
元
や
関
係
団
体
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス

を
得
た
上
で
対
応
し
た
い
。

「
学
び
の
共
同
体
」
で

学
校
改
革
が
進
む

Q
教
育　

牛
久
市
で
は
「
学
び
の
共

同
体
」
に
全
校
が
取
り
組
み
、
問
題

行
動
が
激
減
、
学
力
は
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
に
向
上
し
た
。
津
山
で
も
全
校
で

取
り
組
む
べ
き
。
教
育
長
の
決
意
は
。

A
教
育
長　

各
学
校
の
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
を
大
切
に
、「
学
び
の
共

同
体
」
の
理
論
に
つ
い
て
も
引
き
続

き
推
奨
し
た
い
。
講
演
会
は
全
員
研

修
会
等
で
行
っ
て
お
り
、
牛
久
市
教

育
長
の
講
師
の
件
は
検
討
し
た
い
。

第
５
次
総
合
計
画
に
つ
い
て

Q
計
画　

平
成
28
年
度
か
ら
37
年
度

ま
で
の
10
カ
年
計
画
で
あ
る
第
５
次

総
合
計
画
の
策
定
に
着
手
し
、
今
後

ま
と
め
て
い
く
重
要
な
時
期
を
迎
え

て
い
る
。
目
指
す
本
市
の
将
来
像
に

つ
い
て
市
長
の
所
信
は
。

A
市
長　

市
民
目
線
を
第
一
に
、
人

口
減
少
、
少
子
高
齢
化
に
あ
っ
て
も

一
人
一
人
が
将
来
の
津
山
市
に
夢
と

希
望
を
持
ち
、
豊
か
に
住
み
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の
未
来

図
と
し
て
策
定
し
た
い
。

Q
計
画　

第
５
次
総
合
計
画
の
策
定

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
策
定
手
法
、
策
定

体
制
は
。

A
特
別
理
事　

市
長
の
諮
問
機
関
で

あ
る
審
議
会
を
昨
年
10
月
に
立
ち
上

げ
、
27
年
度
に
か
け
て
10
回
程
度
開

催
を
計
画
。
ま
た
１
月
か
ら
３
月
に

か
け
て
は
、
市
民
や
各
団
体
等
か
ら

ご
意
見
、
ご
提
案
を
い
た
だ
く
た
め
、

地
区
別
懇
談
会
や
分
野
別
懇
談
会
を

予
定
し
て
い
る
。
今
後
は
ア
ン
ケ
ー

ト
や
市
民
満
足
度
調
査
を
行
い
、
８

月
ご
ろ
に
は
基
本
構
想
案
を
ま
と
め
、

審
議
会
と
議
会
の
意
見
を
い
た
だ
き
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
経
て
定
め

た
い
。
基
本
計
画
、
実
施
計
画
の
策

定
時
期
は
27
年
度
末
を
目
指
し
て
い

る
。
策
定
体
制
は
幹
事
会
と
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、
幹
事
会
は

政
策
調
整
室
以
下
17
名
、
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
は
課
題
ご
と
に
所
属
長

の
推
薦
に
よ
り
決
定
し
て
い
る
。

久
永
良
一

野
村
昌
平

林業は成長戦略の１つの柱

第５次総合計画審議会
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津
山
う
ど
ん
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を

Q
農
業　

津
山
産
の
小
麦
か
ら
と
れ

た
粉
で
で
き
た
う
ど
ん
に
「
津
山
う

ど
ん
」
の
ブ
ラ
ン
ド
名
称
を
つ
け
て

は
ど
う
か
。
以
前
の
議
会
で
質
問
し

た
和
牛
の
ブ
ラ
ン
ド
化
で
和
牛
の
主

食
と
な
る
「
ふ
す
ま
」
の
増
産
に
も

つ
な
が
る
の
で
は
。

A
部
長　

小
麦
粉
を
精
製
す
る
際
に

発
生
す
る
副
産
物
の
「
ふ
す
ま
」
を

畜
産
へ
活
用
す
る
こ
と
は
循
環
型
農

業
、
ま
た
地
産
地
消
に
と
っ
て
非
常

に
有
効
な
物
流
と
な
り
、
つ
や
ま
和

牛
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
と
っ
て
も
効
果

は
大
き
い
。
津
山
う
ど
ん
の
ブ
ラ
ン

ド
力
と
し
て
の
魅
力
は
地
域
で
生
産

さ
れ
た
安
全
安
心
な
粉
で
あ
る
こ
と

に
尽
き
る
。
生
産
者
の
顔
が
見
え
る

商
品
、
ブ
ラ
ン
ド
に
育
て
ら
れ
る
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

Q
農
業　

津
山
に
う
ど
ん
の
打
ち
方
、

食
べ
方
、
料
理
方
法
な
ど
幅
の
広
い

「
津
山
う
ど
ん
研
究
会
」
を
立
ち
上

げ
れ
ば
津
山
の
食
文
化
に
貢
献
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。

A
部
長　

う
ど
ん
研
究
会
を
立
ち
上

げ
て
普
及
を
推
進
す
る
こ
と
は
、
津

山
産
小
麦
の
消
費
拡
大
に
貢
献
す
る

取
り
組
み
で
あ
り
、
生
産
者
や
Ｊ
Ａ
、

行
政
等
で
組
織
す
る
津
山
産
小
麦
生

産
普
及
連
絡
協
議
会
な
ど
関
係
機
関

に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

資
源
循
環
環
境
保
全
型
農
業

に
つ
い
て

Q
農
業　

循
環
型
の
有
機
農
業
を
推

進
し
農
業
の
活
性
化
を
図
り
、
農
業

人
口
の
増
加
を
促
進
す
る
考
え
は
。

A
部
長　

飼
料
用
米
の
稲
わ
ら
を
畜

産
農
家
へ
供
給
す
る
耕
畜
連
携
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
つ
や
ま
和

牛
の
生
産
で
は
、
津
山
産
小
麦
や
米
、

地
元
産
の
ビ
ー
ル
粕
な
ど
を
飼
料
と

し
て
供
給
し
、
堆
肥
を
田
畑
に
戻
す

取
り
組
み
を
考
え
て
い
る
。

学
校
給
食
に
つ
い
て

Q
給
食　

給
食
食
材
の
津
山
産
の
割

合
と
、
外
国
産
の
使
用
割
合
と
そ
の

内
容
は
。
食
の
安
全
面
で
ど
の
よ
う

な
対
策
が
と
ら
れ
て
い
る
の
か
。

A
部
長　

津
山
産
が
約
20
％
で
外
国

産
が
約
15
％
。
外
国
産
食
材
は
ノ
ル

ウ
ェ
ー
産
さ
ば
や
ペ
ル
ー
産
い
か
、

韓
国
産
カ
ッ
ト
わ
か
め
な
ど
海
産
物

が
中
心
。
安
全
安
心
な
給
食
を
提
供

す
る
た
め
、
全
て
の
工
程
で
細
心
の

注
意
を
払
い
、
衛
生
管
理
の
徹
底
に

努
め
て
い
る
。

人
権
週
間
に
あ
た
っ
て

Q
人
権　

人
権
に
対
す
る
市
長
の
見

解
は
。

A
市
長　

人
権
尊
重
は
「
笑
顔
あ
ふ

れ
る　

ふ
る
さ
と
津
山
」
の
実
現
を

目
指
す
私
に
と
っ
て
は
、
ま
さ
に
施

策
の
基
本
と
す
べ
き
重
要
事
項
だ
と

考
え
て
い
る
。

西
野
修
平

神
田
栄
作

津山でとれた小麦でおいしいうどんを

草加部学校食育センター
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愛
育
委
員
の
負
担
軽
減
を

Q
健
康　

愛
育
委
員
の
皆
様
は
、
地

域
で
子
ど
も
や
お
年
寄
り
な
ど
の
健

康
増
進
の
た
め
に
日
々
ご
活
躍
い
た

だ
き
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。

し
か
し
、
愛
育
委
員
活
動
に
対
す
る

批
判
の
声
が
多
く
聞
か
れ
る
。
物
品

販
売
や
募
金
活
動
へ
の
疑
問
の
声
に

つ
い
て
ど
う
思
わ
れ
る
か
。

A
部
長　

物
品
販
売
は
支
部
の
自
主

的
な
取
り
組
み
と
認
識
し
て
い
る
。

ま
た
募
金
活
動
は
愛
育
委
員
連
合
会

が
そ
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
方
針
に
基

づ
き
実
施
し
て
お
り
、
会
の
自
主
性

を
尊
重
し
た
い
。

Q
健
康　

愛
育
委
員
は
全
て
の
自
治

体
で
組
織
化
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま

た
市
内
に
は
委
員
数
ゼ
ロ
の
支
部
が

あ
る
と
聞
く
が
、
そ
の
役
割
は
誰
が

担
っ
て
い
る
の
か
。

A
部
長　

全
て
で
は
な
い
が
全
国
に

は
、
母
子
保
健
推
進
委
員
や
健
康
推

進
委
員
と
い
う
名
称
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
が
組
織
化
さ
れ
、
活
動
範
囲

は
母
子
保
健
に
限
る
実
態
が
多
い
と

聞
く
。
委
員
が
い
な
い
地
区
で
は
町

内
会
な
ど
に
協
力
を
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
担
当
保
健
師
な
ど
が
出
向
き

支
援
し
て
い
る
。

Q
健
康　

今
後
、
活
動
の
量
と
質
を

整
理
し
な
が
ら
、
委
員
と
市
民
の
十

分
な
理
解
を
得
て
活
躍
さ
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
る
の
だ
が
。

A
部
長　

今
後
も
十
分
な
連
携
を
と

り
、
や
り
が
い
を
持
っ
て
活
動
で
き

る
環
境
づ
く
り
や
、
持
続
可
能
で
円

滑
な
事
業
運
営
の
サ
ポ
ー
ト
に
努
め

た
い
。

攻
め
の
農
業
施
策
実
現
の
た
め

農
林
部
の
設
置
を
考
え
て
は

Q
農
業　

国
は
、
農
業
者
の
所
得
倍

増
政
策
と
し
て
、
減
反
政
策
を
廃
止

し
「
攻
め
の
農
業
」
を
打
ち
出
し
て

お
り
、
付
加
価
値
の
高
い
作
物
開
発

や
産
地
化
、
ま
た
生
産
指
導
や
６
次

産
業
化
に
よ
る
加
工
販
売
の
取
り
組

み
等
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
に
即
対
応
す
る
た
め
、
農
林
部
を

設
置
し
て
は
ど
う
か
。

A
市
長　

機
構
改
革
に
よ
り
農
林
部

と
経
済
文
化
部
を
統
合
し
産
業
経
済

部
と
し
た
の
は
、
産
業
間
の
連
携
強

化
と
６
次
産
業
化
の
推
進
を
目
的
と

し
た
も
の
。
農
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
従
事
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不

足
に
よ
る
地
域
活
力
の
低
下
、
遊
休

農
地
の
増
加
な
ど
の
多
く
の
課
題
が

あ
る
が
、
産
業
経
済
部
が
一
丸
と
な

り
国
の
政
策
に
対
応
し
た
い
。

住
民
パ
ワ
ー
と

Ｕ
タ
ー
ン
者
で
地
域
創
生

Q
定
住　

同
窓
会
へ
の
補
助
金
や
市

の
将
来
像
を
ビ
デ
オ
で
発
信
し
、
健

康
で
知
識
と
経
験
の
あ
る
人
の
Ｕ
タ

ー
ン
を
促
進
し
て
は
ど
う
か
。

A
部
長　

就
労
意
欲
の
あ
る
高
齢
者

が
活
躍
す
る
社
会
づ
く
り
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
同
窓
会
等
を
活
用
し
た

Ｕ
タ
ー
ン
の
動
機
づ
け
は
、
人
材
の

掘
り
起
こ
し
に
も
つ
な
が
る
と
考
え

る
。

河
本
英
敏

山
田　

誠

愛育委員ロゴマーク

久米山で行われたＵターン者との
ツリークライミング体験会
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「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
の

導
入
は

Q
地
域　

地
域
の
活
性
化
・
定
住
促

進
に
有
効
な
「
地
域
お
こ
し
協
力

隊
」
制
度
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

導
入
に
向
け
て
の
考
え
は
。

A
市
長　

少
子
高
齢
化
・
人
口
流
出

の
状
況
の
中
、
定
住
促
進
と
地
域
活

性
化
の
有
効
な
手
立
て
と
考
え
て
い

る
。
３
年
間
は
国
か
ら
の
交
付
税
措

置
が
あ
る
が
、
３
年
後
は
自
活
し
、

定
住
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
な
る
。
住
民
自
治
協
議
会
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
地
域
も
あ
り
、

派
遣
を
検
討
し
て
い
る
。
平
成
27
年

度
に
は
導
入
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

消
防
団
員
の
活
動
し
や
す
い

環
境
整
備
を

Q
防
災　

消
防
団
員
の
活
動
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
雇
用
事
業

者
の
協
力
に
よ
る
「
消
防
団
協
力
事

業
所
」
の
認
定
基
準
・
認
定
状
況
は
。

A
部
長　
「
消
防
団
協
力
事
業
所
表

示
制
度
」
を
平
成
22
年
度
か
ら
実
施

し
て
お
り
、
主
な
基
準
と
し
て
①
従

業
員
が
消
防
団
員
と
し
て
相
当
数
入

団
し
て
い
る
②
団
員
活
動
に
つ
い
て
、

積
極
的
に
配
慮
し
て
い
る
③
災
害
等

に
お
け
る
資
機
材
等
の
提
供
等
、
事

業
所
が
消
防
団
活
動
に
協
力
し
て
い

る
な
ど
が
あ
り
、
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
場
合
に
認
定
が
で
き
る
。
26
年

４
月
現
在
で
、
７
事
業
所
に
表
示
証

の
交
付
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら

も
消
防
団
員
の
活
動
し
や
す
い
環
境

整
備
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

小
さ
な
拠
点
の
方
向
性
と

公
民
館
の
位
置
づ
け

Q
地
域　

住
民
自
治
協
議
会
の
取
り

組
み
や
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
の
今
後

の
方
向
性
は
。
公
民
館
を
生
涯
学
習

の
場
だ
け
で
な
く
幅
広
い
市
民
の
活

動
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
る
た
め
、

期
間
を
限
定
し
た
モ
デ
ル
事
業
を
立

ち
上
げ
支
援
し
て
は
ど
う
か
。

A
部
長　

住
民
自
治
協
議
会
の
活
動

を
進
め
る
中
で
、
阿
波
地
区
は
支
所

や
小
学
校
跡
地
、
Ｊ
Ａ
跡
地
を
活
用

し
た
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
の
取
り
組

み
を
今
年
度
か
ら
始
め
て
い
る
。
高

倉
・
城
西
地
区
で
は
公
民
館
な
ど
を

拠
点
と
し
た
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て

い
る
。
ま
た
、
合
併
し
た
旧
町
に
お

い
て
は
支
所
が
地
域
の
核
と
な
り
得

る
。
各
地
を
参
考
に
し
な
が
ら
取
り

組
み
の
拡
大
、
充
実
を
図
っ
て
い
き

た
い
。
公
民
館
は
地
域
の
生
涯
学
習

の
拠
点
で
あ
る
と
と
も
に
地
域
づ
く

り
、
地
域
振
興
の
拠
点
で
あ
る
。
現

在
住
民
自
治
協
議
会
の
取
り
組
み
の

中
で
公
民
館
を
拠
点
と
し
て
い
る
地

区
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を

モ
デ
ル
と
し
な
が
ら
、
生
涯
学
習
部

と
も
連
携
し
、
課
題
を
把
握
し
て
い

き
た
い
。

岡
安
謙
典

田
口
慎
一
郎

集落活動センター 

旧小学校区単位を想定した 
集落連携による活動 

▲集落活動センターのイメージ

①集落活動サポート

②生活支援 
サービス

③安心・安全
サポート

④健康づくり

⑤防災活動 

⑥鳥獣被害対策 

⑦交流・定住サポート 

⑨特産品づくり
・販売

⑧農産物等の生産・販売 

⑩エネルギー
資源活用

⑪その他 

地域を変えていく新しい力
地域おこし協力隊

国土交通省国土政策局発行
　 「集落地域の大きな安心と希望をつなぐ「小さな拠点」づくりガイドブック」からイメージ図を引用
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Ｅ
Ｓ
Ｄ
の

津
山
市
で
の
取
り
組
み
は

Q
教
育　

Ｅ
Ｓ
Ｄ
（
持
続
可
能
な
開

発
の
た
め
の
教
育
）
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
、

進
め
よ
う
と
考
え
て
い
る
か
。

A
教
育
長　

津
山
市
の
教
育
は
、
み

ず
か
ら
の
課
題
を
見
つ
め
、
学
び
、

考
え
、
主
体
的
に
判
断
、
行
動
す
る

力
を
も
っ
た
人
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
お
り
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
目

的
と
合
致
し
て
い
る
。
学
校
教
育
で

は
道
徳
教
育
、
人
権
教
育
、
環
境
教

育
、
平
和
学
習
、
地
域
学
習
等
の
中

で
、
ま
た
社
会
教
育
で
は
公
民
館
等

で
の
生
涯
学
習
の
中
で
、
他
人
を
尊

重
し
自
律
心
や
責
任
感
と
い
っ
た

「
生
き
る
力
」「
つ
な
ぐ
力
」
を
身
に

つ
け
て
行
く
こ
と
こ
そ
が
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ

の
目
的
で
あ
る
持
続
可
能
な
社
会
づ

く
り
の
担
い
手
を
育
て
る
こ
と
に
な

る
と
考
え
る
。

地
方
版
総
合
戦
略
の

取
り
組
み
と
は

Q
地
方
創
生　

国
が
各
市
町
村
に
求

め
る
地
方
版
総
合
戦
略
を
津
山
市
は

ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
か
。

A
特
別
理
事　

地
方
版
総
合
戦
略
は
、

地
方
の
人
口
の
現
状
と
将
来
展
望
を

も
と
に
、
目
指
す
べ
き
将
来
方
向
と

今
後
の
基
本
戦
略
を
地
方
独
自
で
示

す
も
の
。
人
口
減
少
が
地
域
経
済
に

与
え
る
影
響
を
分
析
し
、
課
題
を
明

確
に
さ
せ
た
う
え
で
、
地
方
創
生
の

た
め
の
効
果
的
な
施
策
を
展
開
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
。

高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト

年
度
内
に
構
築

Q
福
祉　

①
地
域
で
の
高
齢
者
の
見

守
り
に
つ
い
て
市
と
し
て
の
対
応
は
。

②
要
支
援
１
、
２
の
訪
問
介
護
・
通

所
介
護
が
市
町
村
事
業
に
移
管
さ
れ

る
が
対
策
は
。

A
部
長　

①
高
齢
者
の
日
常
生
活
を

見
守
る
事
業
「
つ
や
ま
見
守
ろ
う
ね

ッ
ト
」
を
年
度
内
に
立
ち
上
げ
る
。

②
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
の

構
築
等
な
ど
に
時
間
を
要
す
る
た
め

十
分
な
周
知
期
間
を
と
り
、
２
年
後

を
予
定
。

旧
町
村
地
域
の
発
展
な
く
し
て

津
山
の
将
来
は
な
し

Q
支
所　

市
の
発
展
に
は
新
市
建
設

計
画
の
着
実
な
実
行
、
中
心
部
と
周

辺
地
域
と
の
一
体
的
な
振
興
が
不
可

欠
で
は
。

A
市
長　

旧
町
村
を
含
め
た
発
展
が

な
け
れ
ば
市
の
将
来
は
厳
し
い
。

子
ど
も
医
療
費
を
制
度
拡
充

＆　

難
病
指
定
の
現
状
は

Q
健
康　

①
若
者
の
定
住
促
進
に
資

す
る
子
ど
も
医
療
費
を
中
学
卒
業
ま

で
拡
大
す
べ
き
で
は
。
②
指
定
難
病

患
者
と
指
定
難
病
の
現
状
は
。

A
部
長　

①
重
要
な
子
育
て
支
援
策

だ
が
、
通
院
分
で
新
た
に
年
間
８
千

万
円
が
必
要
と
な
る
。
②
患
者
数
は

全
国
で
約
78
万
人
、
現
在
は
56
疾
患

で
来
年
か
ら
１
１
０
疾
患
に
、
将
来

は
３
０
０
の
疾
患
と
な
る
予
定
。

安
東
伸
昭

村
田
隆
男

環境学習

エネルギー
学習

国際理解
学習

世界遺産や
地域の文化財等
に関する学習

その他
関連する学習

ESDの基本的な考え方
知識、価値観、行動等

気候変動

防災学習

生物多様性

環境、経済、社会
の統合的な発展

環境学習環境学習

エネルギー
学習

エネルギー
学習

国際理解
学習
国際理解
学習

世界遺産や
地域の文化財等
に関する学習

世界遺産や
地域の文化財等
に関する学習

その他
関連する学習
その他

関連する学習

ESDの基本的な考え方
知識、価値観、行動等

気候変動気候変動

防災学習防災学習

生物多様性生物多様性

環境、経済、社会
の統合的な発展

ESDは持続可能な社会を
つくるための担い手づくり

津山市久米支所
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グ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
の
存
在
意
義

と
公
認
プ
ー
ル
の
建
設
は

Q
ス
ポ
ー
ツ　

先
般
行
わ
れ
た
事
業

仕
分
け
で
、
グ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
の
運
営

は
「
民
間
で
実
施
」
と
の
判
定
結
果

に
な
っ
た
が
、
民
間
譲
渡
に
よ
り
事

業
が
う
ま
く
進
む
施
設
な
の
か
。
ま

た
グ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
は
健
康
増
進
施
設

の
面
だ
け
で
な
く
、
観
光
資
源
と
し

て
の
価
値
も
高
い
。
代
替
施
設
と
な

り
得
る
施
設
は
あ
る
の
か
。
さ
ら
に

代
替
施
設
と
比
較
し
た
場
合
、
グ
ラ

ス
ハ
ウ
ス
の
観
光
面
で
の
経
済
効
果

は
い
か
ほ
ど
か
。

A
部
長　

県
か
ら
市
に
移
譲
さ
れ
た

経
緯
を
踏
ま
え
れ
ば
、
民
間
単
独
で

運
営
を
行
う
こ
と
は
難
し
い
。
受
け

入
れ
先
が
あ
っ
た
と
し
て
も
安
定
し

た
継
続
営
業
は
未
知
数
で
あ
る
。
代

替
施
設
と
し
て
は
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ー

ル
が
受
け
皿
に
な
り
得
る
と
考
え
る
。

観
光
資
源
と
し
て
グ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
は

レ
イ
ン
ボ
ー
と
比
べ
レ
ジ
ャ
ー
性
も

高
く
、
市
外
か
ら
の
多
く
の
来
場
者

に
よ
り
地
域
に
一
定
の
経
済
効
果
は

あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

Q
ス
ポ
ー
ツ　

津
山
市
体
育
協
会
と

ス
ポ
ー
ツ
・
武
道
振
興
議
員
連
盟
と

の
意
見
交
換
会
の
中
で
、
最
重
要
事

項
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
公
認
の
屋
内

プ
ー
ル
建
設
に
つ
い
て
、
市
の
考
え

は
。

A
部
長　

公
認
プ
ー
ル
の
建
設
に
つ

い
て
は
多
く
の
検
討
課
題
が
あ
る
が
、

第
５
次
総
合
計
画
の
中
で
施
設
の
重

要
性
、
事
業
の
優
先
性
等
に
つ
い
て

議
論
を
行
い
た
い
。

旧
田
渕
邸
を

取
得
す
る
際
の
約
束
と
は

Q
文
化　

市
が
旧
田
渕
邸
を
買
い
受

け
る
際
、
市
と
田
渕
氏
と
の
約
束
は
。

A
部
長　

武
家
屋
敷
資
料
館
と
し
て

整
備
を
理
由
に
取
得
し
た
の
は
事
実

で
あ
る
。

鶴
山
公
園
の
今
後
の

桜
に
つ
い
て

Q
整
備　

鶴
山
公
園
の
桜
は
明
治
33

年
、
当
時
の
津
山
町
会
議
員
福
井
純

一
氏
に
よ
る
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
植
樹

に
始
ま
っ
た
。
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
寿

命
は
60
年
で
鶴
山
公
園
は
国
指
定
で

あ
る
。
今
後
の
桜
の
植
樹
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

A
部
長　

公
園
内
の
樹
木
は
津
山
城

跡
樹
木
保
存
管
理
計
画
を
策
定
し
、

文
化
庁
の
許
可
を
得
て
保
存
管
理
し

て
い
る
。
石
垣
の
景
観
を
阻
害
す
る

も
の
や
老
木
は
伐
採
し
、
城
の
遺
構

に
支
障
の
な
い
場
所
に
補
植
し
て
い

る
。
桜
は
市
の
シ
ン
ボ
ル
。
今
後
も

保
存
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

民
生
委
員
の
活
動

大
変
な
現
場
に
つ
い
て

Q
福
祉　

民
生
委
員
は
大
変
な
現
場
。

こ
の
状
況
を
打
破
す
る
た
め
に
、
福

祉
委
員
の
設
置
を
ど
う
考
え
る
か
。

A
部
長　
「
地
域
福
祉
計
画
」
を
策

定
し
、
孤
独
死
の
防
止
、
要
援
護
者

の
早
期
発
見
・
支
援
に
必
要
な
小
地

域
ケ
ア
会
議
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、
福
祉
委
員
の
役
割
を
担
う
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

津
本
憲
一

近
藤
吉
一
郎

グラスハウス（上）
レインボープール（下）

田町武家屋敷跡　旧田渕邸
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市
内
の
全
校
を
応
援
で
き
る

取
り
組
み
を

Q
教
育　

市
内
全
校
を
応
援
す
る
取

り
組
み
を
市
と
し
て
考
え
て
は
。

A
市
長　

教
育
委
員
会
で
は
「
学
力

向
上
げ
ん
ぽ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」

と
し
て
学
校
が
み
ず
か
ら
提
案
し
て

進
め
る
研
究
・
研
修
に
対
し
予
算
面

も
含
め
支
援
し
て
い
る
。
こ
の
事
業

な
ど
を
積
極
的
に
進
め
、
津
山
の
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
全
て
の
学
校
を

応
援
し
た
い
。

情
報
の
共
有
で

全
校
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

Q
教
育　

院
庄
小
学
校
の
取
り
組
み

が
県
の
頑
張
る
学
校
応
援
事
業
の
優

良
実
践
校
と
し
て
評
価
さ
れ
た
こ
と

は
大
い
に
誇
り
と
す
べ
き
。
院
庄
小

学
校
の
取
り
組
み
を
全
て
の
学
校
と

ど
の
よ
う
に
共
有
し
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
図
る
の
か
。

A
教
育
長　

校
長
・
教
頭
会
議
で
の

紹
介
を
は
じ
め
、
学
力
向
上
の
視
点

か
ら
も
教
務
主
任
や
研
究
主
任
研
修

会
で
も
紹
介
し
て
お
り
、
院
庄
小
学

校
の
み
な
ら
ず
、
各
学
校
の
優
れ
た

取
り
組
み
事
例
を
様
々
な
研
修
会
等

で
情
報
共
有
し
て
い
る
。
他
校
の
取

り
組
み
を
参
考
に
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
学
校
が
実
態
に
合
わ
せ
て
実
施
し

て
い
く
こ
と
は
大
変
有
意
義
で
あ
り
、

教
育
委
員
会
と
し
て
も
積
極
的
に
支

援
し
た
い
。

敦
賀
市
か
ら
訴
え
ら
れ
た

裁
判
と
は

Q
ご
み　

津
山
圏
域
東
部
衛
生
施
設

組
合
は
、
平
成
10
年
当
時
キ
ン
キ
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー（
株
）と
契
約
し
、

福
井
県
敦
賀
市
に
あ
っ
た
同
社
の
処

分
場
に
焼
却
灰
を
持
ち
出
し
て
い
た

が
、
そ
の
処
分
場
で
不
法
な
投
棄
状

態
が
発
覚
し
同
社
は
倒
産
。
敦
賀
市

は
環
境
汚
染
対
策
の
た
め
多
額
の
費

用
を
か
け
た
。
今
回
、
そ
の
費
用
の

一
部
が
市
の
損
害
と
し
て
組
合
に
賠

償
を
求
め
る
裁
判
が
提
起
さ
れ
た
が
、

津
山
市
の
見
解
は
。

A
市
長　

合
併
時
、
勝
北
町
か
ら
引

き
継
ぎ
は
な
か
っ
た
。
今
後
組
合
の

解
散
に
よ
り
訴
訟
対
応
は
津
山
市
に

引
き
継
が
れ
る
。
自
治
体
同
士
の
裁

判
と
い
う
異
例
の
事
態
で
大
変
重
く

受
け
と
め
て
い
る
。

Q
ご
み　

同
社
は
地
元
で
「
暴
力
団

と
の
関
わ
り
が
噂
さ
れ
て
い
た
」
に

も
か
か
わ
ら
ず
契
約
し
た
の
か
。
組

合
と
同
社
を
仲
介
し
た
の
は
勝
北
の

Ｍ
さ
ん
と
い
わ
れ
て
い
る
が
認
識
は
。

A
市
長　

詳
細
は
不
明
だ
が
、
こ
れ

か
ら
調
査
し
た
い
。

優
良
農
地
に
何
が

埋
め
ら
れ
て
い
る
の
か

Q
農
地　

旧
勝
北
町
の
優
良
農
地
に

生
コ
ン
の
材
料
と
思
わ
れ
る
粉
の
よ

う
な
も
の
な
ど
が
捨
て
ら
れ
て
い
る

が
、
産
廃
で
は
な
い
の
か
。

A
部
長　

県
農
業
委
員
会
が
農
地
改

良
と
し
て
指
導
し
て
お
り
、
現
状
で

は
産
廃
と
断
定
で
き
な
い
。
今
後
に

注
視
し
た
い
。

森
西
順
次

末
永
弘
之

津山圏域東部衛生施設組合

院庄小学校
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あ
な
た
と
市
議
会
を
結
ぶ
─

議 会 か ら の お 知 ら せ
津山市・出雲市・諫早市３市議会交流会議へ

津山市議会を代表して議長などが出席
１月27日からの２日間、長崎県諫早市で開催された３市議会交
流会議に川端議長や津本副議長などが出席し、各市で行ってい
る主要施策の紹介や、議会運営について意見交換を行いました。
この会議は津山市の友好交流都市である島根県出雲市、長崎県
諫早市との緊密な連携や協調を図り、それぞれの自治体の山積
する課題を協議、研究し、その結果をもって、市政を推進させ
ていくことを目的に毎年開催されているものです。津山市から
は主要施策として「津山市版カーボンオフセット事業」を、ま
た議会運営については「倫理条例の運用方法」について意見を
交わし、あわせて諫早・出雲両市の重要施策や議会運営の事例
を聞き、活発な議論が行われました。

　　①74号の中で一番印象に残った記事は　　　　 　　②74号全体をお読みになってのご感想
　　③議会広報紙リニューアルに対するご意見・ご感想　④議会の活動に対するご意見やご要望など

お送りいただく際は、宛名、件名などを「議会だより感想」としてお送りください。

　　　　広報調査特別委員会　〔委員長〕末永弘之　〔副委員長〕安東伸昭
　　　　　　　　　　　　　　〔委　員〕秋久憲司　岡田康弘　岡安謙典　黒見節子　竹内靖人　吉田耕造

来年の統一地方選の準備の中、衆院選と重なった
12月定例会、師走の慌ただしい時期での議員の
質問。それにしても関連質問が多くないか？（康）

『行革』で様々な施策が指定管理に。本来『公』
が行わなければならない事業があるはずです。ま
ずは質を決めて、量を計ることが肝要では。（耕）

リニューアルした議会だよりにご意見をお寄せください
広報調査特別委員会では記事の内容や読みやすさを高めるため、71号から74
号までの間、さまざまなタイプの紙面づくりに取り組み、各号のご感想やご意
見を市民の皆さんからいただきながら、今後のよりよい紙面づくりの参考にし
たいと考えています。次の項目について郵送、電子メールまたはファクシミリ
で議会事務局までお送りください。
なお、リニューアルに関するご意見の募集は今号で最後となります。これまで
リニューアルに対するご意見をお寄せいただいた市民の皆さまには、この場を
おかりしてお礼を申し上げます。大変ありがとうございました。

71号
平成26年5月10日発刊

─あなたと市議会を結ぶ─
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３月定例会のトピックス
　議員の倫理に関する条例の制定に向けて …２

こんなことが決まりました
　議案などに対する審議結果は……………４

市政のあり方を問う！
　４つの会派、６人の議員が一般質問……８

議会からのお知らせ
　第３回議会報告会を開催しました…… 15

つやましぎかい 検索
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６月定例会のトピックス
　議員の倫理に関する条例を制定しました …２

こんなことが決まりました
　議案などに対する審議結果は……………４

市民の皆さんの声を市政に
　21人の議員が一般質問 …………………８

議会からのお知らせ
　第４回議会報告会を開催します……… 16

つやましぎかい 検索
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９月定例会のトピックス
　議案などに対する審議結果は ２～３

市政のあり方を問う
　23人の議員が一般質問 ４～11

議会からのお知らせ
　第４回議会報告会を開催しました 12
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市民と議員が語り合う会を開催
１月23日午後７時から、市内４会場において議会報告会「市
民と議員が語り合う会」を開催しました。４会場で市民の方
合計40名のご参加をいただき、市政や津山市議会に対する貴
重なご意見・ご要望をお寄せいただきました。ご参加いただ
きました市民の皆さま、ありがとうございました。

　会場：西苫田公民館（小原）・久米公民館（中北下）
　　　　高野公民館（高野本郷）・城西公民館（小田中）
　内容：12月議会の概要
　　　　市政や議会に対する意見交換

第５回議会報告会

つやま市議会だよりは、環境保護のため再生紙と大豆油インキを使用しています。読み終えた後はリサイクル（雑紙）
にご協力ください。


